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稲　作　Ｐ2－3　どんな天気でもブレない米づくりに向けて

畜　産　Ｐ4－5　庄内グリーンポーク“ぶーみん”について

経　営　Ｐ6－7　令和６年度山形県ベストアグリ賞　農林水産大臣賞受賞！株式会社 治五左衛門 代表取締役 石塚　寛一 氏
　　　　　　　　　　日本で一番美味しいえだまめ「だだちゃ豆」を目指して ―先祖代々受け継がれてきた種を守り、未来へつないでいく―

－ JA全農だより －

たから

庄内砂丘メロン研修大会2025庄内砂丘メロン研修大会2025庄内砂丘メロン研修大会2025
～ブランド価値の向上と高品質安定生産に向けて～～ブランド価値の向上と高品質安定生産に向けて～

主催：庄内砂丘メロン産地強化プロジェクト会議(0235－66－5519)

■日　時：令和７年２月５日（水）13:30～15:45まで
■場　所：三川町子育て交流施設テオトル多目的ホール（東田川郡三川町大字押切新田字桜木8-1）

■申　込：1月27日（月）までお近くのJA園芸担当課にお申込みください。

【内容①】『県の試験研究に係る状況報告』
山形県庄内総合支庁産業経済部農業技術普及課産地研究室

【内容②】『つる割病の発生状況と防除対策』
山形県病害虫防除所庄内支所　ほか

【内容④】『庄内砂丘砂防林における松枯れの現状と対策』
山形県庄内総合支庁産業経済部森林整備課

７
月
６
日
は『
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
』

夏
メ
ロ
ン
日
本
一

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン

【内容③】『令和６年メロン市場動向の振り返り（仮題）』
大果大阪青果株式会社 本社果実部 執行役員部長　宮　重雄 氏
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令
和
６
年
は
、
県
全
体
の
う

る
ち
玄
米
の
１
等
米
比
率（
農

林
水
産
省
、
令
和
６
年
10
月
31

日
現
在
）が
92
・
7
％
、
全
国

順
位
４
位
で
あ
っ
た
一
方
、
10

ア
ー
ル
当
た
り
の
収
穫
量（
子

実
用
）は
県
全
体
で
5
8
3
㌔

㌘（
前
年
5
8
9
㌔
㌘
）、
作
況

指
数
は
97（
同
1
0
0
）の
や
や

不
良
、
庄
内
地
域
は
5
6
6
㌔

㌘（
同
5
8
2
㌔
㌘
）、
94（
同

99
）と
な
り
ま
し
た（
東
北
農
政

局
、
令
和
６
年
12
月
10
日
発

表
）。
７
月
25
日
の
大
雨
に
伴

い
冠
水
し
た
圃
場
で
は
収
量
が

大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
大

雨
被
害
の
無
か
っ
た
圃
場
で
も

伸
び
悩
み
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

大
雨
被
害
を
除
き
、
生
育
を
阻

害
し
、
収
量
を
押
し
下
げ
る
原

因
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
、
今
後

ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
考

え
ま
す
。

㌔
㌘（
平
年
比
1
0
8
％
）、「
つ

や
姫
」が
6
0
2
㌔
㌘（
同
1
0
8

％
）、「
雪
若
丸
」が
6
5
0
㌔
㌘

（
同
1
1
3
％
）で
平
年
よ
り
多

く
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
現
場

で
は
収
量
が
平
年
よ
り
も
少
な

い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

⑵
玄
米
品
質
、
食
味

い
ず
れ
の
品
種
も
整
粒
歩
合

は
高
く
、
品
質
は
保
持
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
し
、「
は
え
ぬ
き
」

で
は
背
白
粒
、
基
部
未
熟
粒
、

「
つ
や
姫
」で
は
乳
心
白
が
わ
ず

か
に
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
高
温

の
影
響
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
玄
米
粗
タ
ン
パ
ク
質
含
有

率
は
３
品
種
と
も
平
年
よ
り
高

め
の
傾
向
で
し
た
。

⨔
今
೥
の
࠿
ഓ
ʹ
向
͚
ͯ

昨
年
は
当
所
生
育
診
断
圃
で

は
平
年
よ
り
多
収
を
得
て
お
り
、

現
場
に
お
い
て
も
出
穂
期
頃
ま

で
は
順
調
な
生
育
と
の
認
識
で

し
た
が
、
振
り
返
る
と
５
月
下

旬
の
低
温
、
梅
雨
時
期
の
多
雨

少
照
な
ど
生
育
阻
害
、
収
量
低

下
リ
ス
ク
が
多
く
存
在
し
、

個
々
の
圃
場
の
条
件
、
対
応
に

よ
っ
て
良
否
が
分
か
れ
た
と
考

稈
長
が
長
く
な
っ
た
の
が
今
年

の
特
徴
で
、
品
種
に
よ
っ
て
は

例
年
よ
り
倒
伏
程
度
が
大
き
く

な
り
ま
し
た
。

⑸
登
熟
期

出
穂
期
以
降
、
出
穂
開
花
期

は
気
温
が
平
年
並
で
し
た
が
、

そ
の
後
は
や
や
高
め
〜
高
め
に

推
移
し
、
特
に
最
低
気
温
が
高

い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

日
照
時
間
は
並
〜
少
な
め
で
し

た
。
登
熟
の
進
展
は
早
く
、
成

熟
期
は
平
年
に
比
べ
６
〜
８
日

早
く
、
登
熟
日
数
は
５
〜
６
日

短
く
な
り
ま
し
た
。
最
終
的
な

登
熟
歩
合
は
３
品
種
と
も
平
年

並
で
し
た
が
、「
は
え
ぬ
き
」、

「
雪
若
丸
」で
千
粒
重
が
例
年
よ

り
４
％
程
度
軽
く
な
り
ま
し
た
。

3
ऩ
ྔ
ỏ
඼
࣭
ỏ
৯
ຯ
の
概
گ

⑴
収
量

当
所
の
生
育
診
断
圃
で
は
、

「
は
え
ぬ
き
」、「
雪
若
丸
」は
、

㎡
当
た
り
穂
数
が
多
く
、
そ
れ

に
伴
い
㎡
当
た
り
籾
数
も
多
く

な
り
ま
し
た
。「
つ
や
姫
」は
、

㎡
当
た
り
穂
数
、
一
穂
籾
数
、

㎡
当
た
り
籾
数
と
も
指
標
並
で

し
た
。
10
ア
ー
ル
当
た
り
精
玄

米
重
は「
は
え
ぬ
き
」が
6
4
6

2
ঙ
಺
஍
Ҭ
の
ਫ
Ҵ
ੜ
ҭ

ͱ
ؾ
৅
の
特
௃

⑴
育
苗
期（
播
種
～
移
植
期
）

当
所
生
育
診
断
圃
の
乾
土
効

果
は〝
並
〞と
推
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
４
月
は
例
年
と
比
較
し
て

著
し
く
気
温
が
高
く
推
移
し
ま

し
た
。
気
温
と
日
照
が
確
保
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
当
所
で
は

充
実
度
の
高
い
苗
が
得
ら
れ
ま

し
た
が
、
現
場
で
は
遮
光
管
理

下
で
の
苗
質
低
下
や
苗
の
老
化

が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

⑵
活
着
期
～
分
げ
つ
期

５
月
10
日
移
植
の
当
所
の
生

育
診
断
圃
で
は
、
移
植
後
の
高

温
に
よ
り
活
着
は
良
好
で
し
た

が
、
５
月
20
日
か
ら
の
低
温
少

照
で
生
育
が
停
滞
し
ま
し
た
。

６
月
６
日
以
降
気
温
が
高
く
な

り
、
生
育
が
回
復
す
る
に
し
た

が
い
当
所
作
柄
診
断
圃
で
は
茎

数
増
加
が
加
速
し
、
最
高
分
げ

つ
期
が
例
年
よ
り
10
日
早
ま
る

と
い
う
特
徴
的
な
生
育
を
示
し

え
ら
れ
ま
す
。

⑴
初
期
生
育
の
確
保
に
向
け
た

苗
質
の
向
上
と
適
期
移
植

苗
づ
く
り
を
も
う
一
度
見
直

し
、
軟
弱
徒
長
苗
に
な
ら
な
い

よ
う
な
温
度
、
日
射
管
理
の
改

善
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

移
植
時
期
に
適
正
な
葉
齢
と
な

る
よ
う
に
、
苗
の
生
育
速
度
に

応
じ
た
播
種
、
移
植
の
日
程
管

理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

⑵
適
期
中
干
し

効
果
的
な
中
干
し
に
よ
り
、

茎
数
の
制
御
と
生
育
後
半
の
稲

体
活
力
の
維
持
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
近
年
有
効
茎
決
定
期
は
早

ま
っ
て
お
り
、
乾
土
効
果
や
気

温
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
生
育
が

加
速
さ
れ
ま
す
。
昨
年
も
含
め
、

中
干
し
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は

６
月
20
日
よ
り
も
早
く
到
達
し

て
い
ま
す
。
注
意
深
く
圃
場
を

観
察
し
、
適
期
の
適
作
業
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

⑶
地
力
の
向
上

生
育
後
半
の
稲
体
活
力
の
維

持
に
は
、
地
力
の
向
上
も
不
可

欠
で
す
。
土
づ
く
り（
堆
肥
や

ケ
イ
酸
資
材
の
投
入
）を
継
続

し
て
進
め
る
こ
と
で
、
生
育
後

ηϯλʔڀݚ農業総合ݝܗࢁ
ਫా農業ڀݚॴ

安　藤　　正

ま
し
た
。
有
効
茎
の
確
保
を
確

認
し
た
６
月
20
日
に
中
干
し
を

開
始
し
、
一
定
の
効
果（
土
壌

表
面
に
小
ヒ
ビ
が
で
き
る
）が

得
ら
れ
ま
し
た
が
、
６
月
23
日

の
梅
雨
入
り
以
降
は
雨
天
が
多

く
、
現
場
で
は
中
干
し
の
効
果

が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
圃
場
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

⑶
幼
穂
形
成
期
～
穂
孕
期

６
月
中
の
高
温
に
よ
り
幼
穂

形
成
期
が
早
ま
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、「
は
え
ぬ
き
」で
７
月
５

日
に
幼
形
期
追
肥
を
行
い
ま
し

た
が
、
施
用
後
も
日
照
時
間
が

少
な
く
、
多
雨
な
状
況
が
続
き

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
追
肥
の

効
果
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

⑷
出
穂
・
開
花
期

当
所
の
出
穂
期
は「
は
え
ぬ

き
」が
７
月
30
日（
平
年
差
–
２

日
）、「
雪
若
丸
」が
７
月
31
日

（
同
–
２
日
）、「
つ
や
姫
」が
８

月
７
日（
同
–
１
日
）で
し
た
。

令和６年の稲作を振り返って
〜どんな天気でもブレない米づくりに向けて〜

令
和
６
年
は
、
高
温
条
件
下
で
品
質
の
低
下
を
招
い
た
昨
年
の
反
省
か
ら
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ
な
い
米
づ
く
り
に
努
め
、
気
温
が

高
い
中
で
も
品
質
が
保
持
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
も
天
候
の
振
り
幅
が
大
き
く
、
大
雨
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、
庄
内
地
域
全
体

と
し
て
は
収
量
の
落
ち
込
み
が
目
立
つ
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
稲
作
を
振
り
返
り
、
７
年
産
の
収
量
・
品
質
・
食
味
の
高
位
安

定
に
向
け
た
万
全
の
準
備
を
今
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

表１. 水稲生育診断圃の成績
品
種
名

年次 出穂期 成熟期 稈長 穂長 穂数 有効茎
歩合

止葉
葉数

1穂
籾数

㎡当
籾数

不稔
歩合

精
玄米重 屑米重 玄米

千粒重
整粒
歩合

玄米粗
タンパク質

含有率
（月.日）（月.日） (cm) (cm) （本/㎡） （％） （枚） （粒） ×100 （％） （kg/a） （kg/a） （ｇ） （％） （％）

標
準

は
え
ぬ
き

本　年 7.30 9.04 75.4 17.4 578 74.8 12.9 61.1 354 5.7 64.6 3.6 21.1 79.1 7.50 
平　年 8.01 9.11 69.4 17.5 533 81.4 12.3 59.6 317 3.8 59.8 4.3 22.0 75.3 7.30 

平年比・差 －２ -７ 109 100 109 92 +0.6 102 112 +1.9 108 83 96 +3.8 +0.2

特
栽

つ
や
姫

本　年 8.07 9.14 80.9 16.3 457 79.9 13.0 69.2 316 4.6 59.1 4.1 21.9 77.9 7.08 
6か年平均 8.08 9.20 72.9 17.4 489 80.4 12.8 66.5 326 6.4 56.0 6.3 21.9 76.7 7.13 
平均比・差 -１ -６ 111 94 93 99 +0.2 104 97 -1.8 105 65 100 +1.2 -0.05 

標
準

雪
若
丸

本　年 7.31 9.04 69.6 17.0 581 78.4 12.9 55.3 321 5.2 65.0 2.9 23.0 85.2 7.32 
平　年 8.02 9.12 65.6 17.2 529 80.3 12.7 51.8 274 3.9 57.6 2.4 24.1 80.2 7.22 

平均比・差 -２ -８ 106 99 110 98 +0.2 107 117 +1.3 113 121 96 +5.0 +0.1

令和６年度（2024）作柄要因図 山形県農業総合研究センター　水田農業研究所 半
も
高
温
や
天
候
不
順
に
対
し

て
稲
が
持
ち
堪
え
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
そ

の
年
の
気
象
条
件
が
ど
う
で
あ

れ
、
し
っ
か
り
実
践
す
る
こ
と

で
生
育
の
安
定
、
収
量
・
品
質

の
高
位
安
定
に
結
び
つ
き
ま
す
。

今
年
の
稲
作
も
収
量
・
品
質
・

食
味
を
高
い
レ
ベ
ル
で
達
成
し
、

消
費
者
に
求
め
ら
れ
る
米
産
地

と
し
て
の
山
形
・
庄
内
の
地
位

を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

耕起作業 やや早

倒伏
有効茎

歩合低い

活着
並

生育やや遅い
分げつ少ない

急速な窒素吸収 草丈長い

活着不良
(遅植,強風)

土壌Ｅｈ　高い

出穂：7/30,早い(-2日)
 稈長：長い
 穂数：多い

 一穂籾数：並
 葉色：やや濃い

生育回復増大
最高

分げつ期早い
有効茎

歩合:低い

浸種

懸
念
事
項
・

変
動
要
因

(

は
え
ぬ
き
）

生
育
の
特
徴

苗充実度
高い

遮光管理での苗質
低下、老化苗

乾土効果　並

登熟後期 登熟終期育苗期 活着期 分げつ初期 分げつ中期 幼穂形成期 穂孕期 出穂開花期 登熟前期 登熟中期

刈遅れでの
品質低下

高温登熟（千粒重低下）

日照不足の籾形成、炭
水化物合成への影響

作業遅れでの中
干効果不足

最高分げつ期の前倒しに伴
う稲体消耗

低温での初期
生育停滞

冠水・
浸水

カメムシ
被害

温度上昇効果　大

土壌アンモニア態
窒素消失：早い

一穂籾
並

稲体窒素濃度
やや濃い

追肥の効果
不足

刈取り分げつ後期
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少照

日照時間（h）
平均気温（℃）

細線は平年値

太線は実測値 灰色は実測値

細線は平年値

４月 ５月 ６月 １０月９月８月７月

品質：並

タンパク：やや高

収量：多

高温

6/23(+11日)
梅雨入り

8/1(+8)
梅雨明け

稲体消耗：少

低温 高温

少照

登熟歩合：並

くず米：少ない

千粒重：やや小

登熟：早い

籾水分低下：早い

少照
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交
雑
種
交
配
様
式
）は
、（
ラ
ン

ド
レ
ー
ス
×
大
ヨ
ー
ク
シ
ャ

ー
）×
デ
ュ
ロ
ッ
ク
と
な
っ
て

い
ま
す
。
あ
っ
さ
り
と
し
た
甘

み
の
あ
る
脂
肪
と
、
や
わ
ら
か

く
味
わ
い
の
あ
る
赤
身
に
仕
上

が
っ
て
お
り
、
ど
ん
な
料
理
に

も
合
う
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
大
き
な
特
徴
と
し
て

肉
豚
等
級
格
付
け
に
お
け
る
成

績
の
優
秀
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

豚
枝
肉
の
格
付
け
で
は
、
枝

肉
重
量
と
背
脂
肪
の
厚
さ
に
よ

る
等
級
の
判
定
表
に
よ
っ
て
該

当
す
る
等
級
を
判
定
し
、
次
い

で「
外
観
」と「
肉
質
」の
各
項
目

の
条
件
に
よ
っ
て
等
級
が
決
め

全
農
山
形
県
本
部
が
扱
う
庄

内
グ
リ
ー
ン
ポ
ー
ク〝
ぶ
ー
み

ん
〞に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

庄
内
グ
リ
ー
ン
ポ
ー
ク〝
ぶ

ー
み
ん
〞は
、
生
産
登
録
農
家

と
Ｊ
Ａ
な
ら
び
に
Ｊ
Ａ
全
農
山

形
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
責
任
・
機
能
を
最
大
限
に
発

揮
し
、
S
H
O
N
A
I
G
R
E

E
N
P
O
R
K
B
O
O
M
I

N
／
庄
内
グ
リ
ー
ン
ポ
ー
ク

〝
ぶ
ー
み
ん
〞（
以
下
、〝
ぶ
ー
み

ん
〞）の
差
別
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化

の
推
進
・
付
加
価
値
販
売
の
拡

大
を
図
り
、
養
豚
農
家
の
経
営

向
上
へ
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
令
和
元
年
１
月
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

登
録
農
家
・
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
全

農
山
形
の
三
者
に
よ
る
協
定
書

を
締
結
し
、
飼
養
管
理
基
準
に

も
と
づ
き
限
定
生
産
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
愛
称
の〝
ぶ

ー
み
ん
〞は
、「
み
ん
な
の
ぶ
た
」

に
由
来
し
て
お
り
、
み
ん
な
が

愛
情
を
こ
め
て
育
て
た
豚
、
み

ん
な
が「
お
い
し
い
‼
」と
笑
顔

に
な
る
豚
、
み
ん
な
か
ら
親
し

ま
れ
愛
さ
れ
る
豚
に
な
っ
て
欲

し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

ぶ
ー
み
ん
の
品
種（
ま
た
は

庄内グリーンポーク
　　“ぶーみん”について

外
」の
格
付
は
全
国
平
均
を
い

ず
れ
も
下
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
日
頃
か
ら
の
生

産
者
の
技
術
の
研
鑽
と
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
だ
結
果
で
あ
り
、
結
果
生

産
者
の
手
取
り
最
大
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

豚
枝
肉
の
格
付
け
で
は
、
枝
肉

重
量
と
背
脂
肪
の
厚
さ
に
よ
る

等
級
の
判
定
表
に
よ
っ
て
該
当

す
る
等
級
を
判
定
し
、
次
い
で

「
外
観
」と「
肉
質
」の
各
項
目
の

条
件
に
よ
っ
て
等
級
が
決
め
ら

れ
、「
極
上
」、「
上
」、「
中
」、「
並
」、

「
等
外
」の
5
等
級
に
格
付
け
さ

れ
ま
す
。

最
後
に
、
令
和
7
年
１
月
に

庄
内
地
区〝
ぶ
ー
み
ん
〞取
扱
店

に
て
、
新
春
感
謝
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
企
画
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

庄
内
地
区
へ
お
帰
り
・
お
越

し
の
際
は
、
是
非
ご
購
入
い
た

だ
き
、
新
春
感
謝
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

全国平均値：（公社）日本食肉格付協会より

ぶーみん

্　　த　　ฒ　　౳֎

����̀

����ˋ

���ˋ���ˋ
શࠃฏۉ

্　　த　　ฒ　　౳֎

����ˋ
����ˋ

����ˋ

���ˋ

“ぶーみん”は庄内地区の
下記のお店で

お買い求めいただけます。

ＪＡグループのお店

〇Ａコープ東日本各店舗
〇ＪＡあまるめ／Ａコープあまるめ店
〇ＪＡ鶴岡／もんとあ～る各店
〇ＪＡ庄内たがわ／んめ農マルシェ

精　肉　店

鶴岡市　〇クックミート マルヤマ
　　　　〇小松精肉店
酒田市　〇肉・惣菜 小の木
遊佐町　〇マル三精肉店

深　山　陽　光　+"શ農ܗࢁ ச࢈෦ சൢ࢈ച課

ら
れ「
極
上
」、「
上
」、「
中
」、

「
並
」、「
等
外
」の
５
等
級
に
格

付
け
さ
れ
ま
す
。

令
和
6
年（
４
〜
10
月
）の
実

績
で
は
、「
上（
極
上
を
含
む
）」

が
全
国
平
均
53
・
4
％
に
対

し
、〝
ぶ
ー
み
ん
〞は
63
・
1
％

と
大
き
く
上
回
り
、「
中
〜
等
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「
山
形
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」認
証
を

取
得
し
ま
し
た
。
鮮
度
低
下
を

防
ぐ
た
め
青
果
物
専
用
の
鮮
度

保
持
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
、
残

留
農
薬
検
査
を
定
期
的
に
実
施

す
る
こ
と
で
安
全
・
安
心
な
え

だ
ま
め
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す

（
ࣸ
ਅ
̒
）。

⑷
地
Ҭ
ޏ
༻
の
૑
出
・
୲
͍
ख

育
成
の
औ
૊

地
域
住
民
や
大
学
生
を
中
心

に
、
臨
時
雇
用
を
50
人
程
度
活

用
し
て
お
り
、
地
域
の
雇
用
創

出
と
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま

す（
ࣸ
ਅ
̓
）。
ま
た
、
今
年
度

か
ら
県
事
業
を
活
用
し
、
外
国

1
受
賞
者
の
概
要

㈱
治
五
左
衛
門
は
、
鶴
岡
市

寺
田
地
区
に
お
い
て
令
和
４
年

に
設
立
し
た
法
人
で
す（
ࣸ
ਅ

̍
）。
え
だ
ま
め
14
㌶
+
水
稲

12
㌶
+
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
赤
か
ぶ

等
野
菜
の
経
営
を
実
践
し
、
特

に
え
だ
ま
め
で
は
、
地
域
平
均

を
大
き
く
上
回
る
生
産
規
模
・

単
収
・
単
価
を
実
現
し
て
い
ま

す
。こ

の
度
、
そ
れ
ら
の
実
績
が

認
め
ら
れ
、
令
和
６
年
度
山
形

県
ベ
ス
ト
ア
グ
リ
賞（
県
内
８

人
労
働
者
の
短
期
雇
用
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
４
年
度
か
ら

は
２
名
の
研
修
生（
鶴
岡
市
立

農
業
経
営
者
育
成
学
校
：
S
E

A
D
S
）を
受
け
入
れ
て
お
り
、

新
規
就
農
者
育
成
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑸
΋
ͪ
΍
ύ
ε
λ
ι
ồ
ε
౳
の

Ճ
޻
品
ൢ
ച
に
Α
Δ
̒
࣍
࢈
ۀ

Խ
の
࣮
ફ

生
産
し
た
も
ち
米
、
え
だ
ま

め
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
等
を
、
も
ち

や
ず
ん
だ
餡
、
パ
ス
タ
ソ
ー
ス

に
加
工（
委
託
）し
て
い
ま
す
。

特
に「
寺
田
も
ち
」は
か
つ
て
庄

内
藩
主
へ
の
献
上
餅
と
さ
れ
た

希
少
な
商
品
で
あ
り
、
消
費
者

か
ら
の
人
気
も
非
常
に
高
い
商

品
で
す（
ࣸ
ਅ
̔
）。

ᾌ
೶
ۀ
ऀ
と
֤
分
໺
の
ઐ
໳
Ո

の
ؒ
Ͱ
ω
ỽ
τ
ϫ
ồ
Ϋ
Λ
ߏ
ங

し
、
ܦ
Ӧ
վ
ળ
Λ
࣮
ફ

令
和
３
年
６
月
に
石
塚
氏
が

発
起
人
の
一
人
と
な
り
、
農
業

者
、
流
通
・
販
売
関
係
者
、
研

写真１. 石塚氏と社員のみなさん

写真５. 商談会出店時の様子

写真６. 鮮度保持フィルムで包装

写真７. 石塚氏と学生アルバイト

写真９. 定期的に開催する勉強会

写真１０. 外国人Ｙｏｕｔｕｂｅｒとのコラボ

写真８. 人気商品の「寺田もち」 写真２. 吉村知事授与

写真３.「常に美味しい」を追求しただだちゃ豆

写真４. 高収量を確保するため支柱を設置

草
丈
の
違
い
、
食
味
等
を
徹
底

的
に
分
析
し
、
取
捨
選
択
を
繰

り
返
し
な
が
ら
複
数
系
統
の
選

抜
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
常
に
美
味
し
い
だ
だ

ち
ゃ
豆
の
生
産
が
実
現
し
て
い

ま
す（
ࣸ
ਅ
̏
）。

⑵
ͩ
ͩ
ͪ
Ỵ
౾
の
େ
ن
໛
・
ߴ

収
量
・
ߴ
୯
Ձ
生
࢈
に
Α
Γ

ủ
Ք
げ
Δ
೶
ۀ
ỨΛ
࣮
ݱ

き
め
細
か
な
栽
培
管
理
を
行

う
こ
と
で
、
鶴
岡
市
に
お
い
て

最
大
ク
ラ
ス
の
だ
だ
ち
ゃ
豆
栽

個
人
・
団
体
が
受
賞
）と
、
併

せ
て
第
１
位
で
あ
る
農
林
水
産

大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

（
ࣸ
ਅ
̎
）。

以
下
、
㈱
治
五
左
衛
門
の
特

色
あ
る
活
動
に
つ
い
て
御
紹
介

し
ま
す
。

2
特
色
あ
る
活
動

⑴
生
࢈
と
࠾
種
の
ೋ
౛
ྲྀ
に
Α

Γ
、
ෳ
਺
ܥ
౷
の
ྑ
食
味ủ
ͩ

ͩ
ͪ
Ỵ
౾
ỨΛ
બ
ൈ

良
食
味
だ
だ
ち
ゃ
豆
を
長
期

間
出
荷
す
る
た
め
、
開
花
期
や

ʕઌ૆୅ʑडけ͕ܧΕて͖ͨछ
㆟ㆉ㇉

Λकりɺະདྷ΁ͭないでいくʕ

令和６年度山形県ベストアグリ賞　農林水産大臣賞受賞！
株式会社 治五左衛門　代表取締役　石塚　寛一 氏

究
者
を
参
集
し
た
任
意
団
体
で

あ
る「
山
形
魅
力
農
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」を
設
立
し
ま
し
た
。

月
１
回
の
勉
強
会
や
意
見
交
換

会
を
開
催
し
、
経
営
管
理
能
力

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

ま
す（
ࣸ
ਅ
̕
）。

3
今
後
の
発
展
方
向

先
祖
代
々
継
承
さ
れ
て
き
た

日本で一番美味しいえだまめ
「だだちゃ豆」を目指して

熊　谷　大　樹庄内総合支庁　農業技術普及課

培
面
積
で
あ
り
な
が
ら
、
平
均

以
上
の
高
収
量
を
確
保
し
て
い

ま
す（
ࣸ
ਅ
̐
）。
ま
た
、
毎
年

継
続
し
て
行
っ
て
い
る
取
引
先

へ
の
挨
拶
回
り
や
商
談
会
等
で

の
情
報
提
供
に
よ
り
、
取
引
先

か
ら
信
頼
を
得
る
こ
と
で
高
い

直
販
率
と
高
単
価
を
安
定
し
て

維
持
し
て
い
ま
す（
ࣸ
ਅ
̑
）。

⑶
҆
શ
・
҆
৺
ͳ
͑
ͩ
·
Ί
Λ

生
࢈
͢
Δ
た
Ίủ
ࢁ
形
η
Ϩ
Ϋ

γ
ἀ
ϯ
Ứೝ
ఆ
Λ
औ
ಘ

平
成
21
年
に
え
だ
ま
め
の

種
を
次
世
代
へ
繋
い
で
い
く
た

め
、
一
個
人
だ
け
で
な
く
地
域

全
体
で
守
り
育
て
て
い
く
仕
組

み
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
だ
だ
ち
ゃ
豆
を
始
め
、

庄
内
地
域
の
農
産
物
の
美
味
し

さ
を
世
界
に
広
め
る
こ
と
が
目

標
で
あ
り
、
販
路
開
拓
を
進
め

な
が
ら
世
界
に
庄
内
地
域
を
売

り
込
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す（
ࣸ
ਅ
10
）。
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